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殿岡歳子
藤
田
皆さんこんにちは。東一山同文書院大学記念センター長、藤田住久です。今日は東．柏同文書院大学、十平
学の記念センターの催しとして、愛知大学を創られた本間喜一学長のお嬢さんであります殿附民子さんに東京から来ていただきまして、「我が父本間喜一と愛知大学・東亜同文書院大学を語る」というテ
l
マでお話
をしていただきます。実は私がこういうタイトルでお願いし いというふうに設定 せていただいたところもあるんですけれども。
一番いいタイトルかなということでお話を伺います。
皆さんもご存じのように愛知大学の東亜同文什．
Ha院大学記念センターは今年文科省からオープン・リサ
l
チ・センターというプロジェクトに選定されました。外部的にもいろ ろと動いております。書院関係の総合的研究に加え、東亜同文書院を継承したという観点での愛知大学の研究も併せてやっております。大島先生には本学の大学史のほうのご担当、
まとめ役をお願いしておりますので、
よろしくお願いします。
外向けにもこれからいろいろなイベントをやっていきますが、夏休み前には書院の卒業生で今年一
OO
歳
同文;It院g記念者i VOL. 15 
を迎えられました安津さん書院の卒業生の中でもダントツに長生きをされておられる卒業生ですけれども、過去のいろいろな書院時代の体験から、
その後の人生を合めて非常にお元気にお話しいただきました。
それからもう一件、毎回全国で聞かれております全国図書館総合展というのがありまして、今回横浜のパシフィコという大きなホ
l
ルで行なわれることになりました。今年が第八回目ですが、大学としては初めて愛
知大学が参加するということで、
そのメインに据えさせていただきました。一二日間ですが、初日が七、。。
O人、二日目が七、二
OO
人、最終日はそれを上回ったと思いますが合計約二五、
OOO
人の方に入場してい
ただきました。全部の方が愛知大学のコーナーに来たわけではありませんが、中心的な場所に愛知大学が展示し、非常に多くの方々に見ていただきました。図書館展という で凶書が並んでいるのかと思ったら今は大違いで データベースをどう作 かという電子機需の展示会 ような感じになっております。
その中で愛
知大学の展示は、東亜同文書院時代の展示品を中心に 、貴重な文 が並んでおりまして会場 中で異彩を放っておりました。
そういう点で多くの人の目を引いたようで愛知大学の存在を初めて関東の人達に、
いろいろと知っていただきました。
これに関しましては読売新聞社にずいぶん好意的に扱っていただきまして、記者の方が何度も取材をさ
れ、全国紙に大旅行の写真と併せて書院のストーリーを書 て ただきました。パシフィコで三日間展示をやることと、関東地区一円に愛知大学中心の図書館展の情報も同時に流していただきました。従って読売新聞を見て来られた方、
つまり普通ですと図書館の関係者だけしか集まらないのに
それ以外の方々にも来て
いただきました。
その目的はほぼ愛知大学、東直同文書院大学だったと思います。そういう点では大変な盛
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況でありました。関東地区の人達に愛知大学の存在と、併せて東亜同文書院大学の存在を大きく
PR
できた
と思ってお す。これを機会にできれば来年もそういう事業を、少し違う形になるでしょうけれども続けていきたいと思います。そして今日はその第三回目であります。殿岡日成子さんは本間喜一学長のお嬢さんでありますが、
それだけ
ではなく実際には当時本間学長の秘書役をされておられ、本間学長と一体になっていろいろな処理をずっとされてこられました。そういう点で愛知大学につい は多方面についてご存じの方であります。本間 長と同じように頭脳明断で記憶も鮮明。
すごい方だなあとかねがね感心しておりま
お話を聞くたびに、
ああ
す。今日は創成期の愛知大学 、
その前の東亜同文書院大学の両方にかけて本問先生がつながりをつくり、
愛知大学を削ってこられたわけですが、
その本問先生であるお父僚と一緒に過ごされて、
その聞のいろいろ
な経緯をご存じであるという点で殿同さんを上回る方はございません。今日は非常に貴重なお話が聞けるのでは いかと楽しみにし おります。
お話のあとスペシャルサービスがございます。日成子さんは五
I
六歳の
頃から中国の方に、子相を見る．大性があると判断されたんで
その後お父様や専門の方も合めて研鎖を前
まれ、
「手相を見ればあなたの人生がすぐ分かる」ということでございます。触ってもすぐ分かるんだそう
です。まさにプロ中 プロでありまし 、ご希望の方はぜひ子相を見ていただ たらと思います。私などはもうあまり先を生きませんので はないんですけれども。まあ も先の短いガも長い方も、
ひとつ手相
を見ていただいて楽しんでいただきたいと思います。そういうアトラクションもございます。なお本日司会をお願いします愛知大学卒業生の越知さんは写真部の
OB
でもあり、非常に企耐力に白んで
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おられまして、今回の愛知大学創設期についての展示会でもセンタ
ーの
いろいろ大きなプロジ
ェクトに閲し
ありて大変貢献を いただいております
。
殿岡さんとは本聞記
一先生のお嬢様として古くからのお付き合
いが
「山旦橋のお兄さん
」
的な存在です
。
こうい
う会を実現するにあたりましでも越知さん
に大変お世話に
なりました
。
改めてお
礼を
申し上げます
。
ら
ぬ「この印鑑」が自に入らぬか、本題に移る前に少しだけお話をさせていただきます
。
昨日こういう素晴らしいもの、
「この紋所」な
司会
と
いうものを見せて
い
ただい
たんで
すが、
今
日
これをお持ちの方が来て
いらっしゃいます
。
これがありますと昭和
二
一年、帝国大学等どこの大学へ行っ
てもすぐ合格
と
いう
。
こ
の
殿向島子さんは本問先生の秘書役をやっておられ
お話をあとからご本人に いただき す
。藤田先生が
、
バケツとヤカンを持って、愛
知
大
たと
言
われましたが、秘古どころではなく
一O代の時の殿附晶
子
さんは、
学の事務員と一緒
にな
って働いていらっしゃいました
真）
。
本問先生の
奥
様は大学へは
一度だけしかお見えになら
なか
ったようで、殿問さんが奥さん代わりという形で、愛
知大学の
いろ
いろなお手伝いとかそういう
こと
もなさって
おり、時には市
長
選挙に愛知大学の理事の方の応援のため
に馬に乗って応援されました
。
峨を立てて
←選挙演説をやっ
たというようなお話もありますが、
それは今日の本題では
ございませんので、
一応本題から入り、時闘がありま
した （写
.fxが父本mm－と愛知大学 ・ 見i司E同文11r11i·c大学を諮る
ら、あるいは質問の合間に何かそういうお話ができれば、
していただきたいと思います。
いずれにしてもパ
ネル展で四三点、皆さん今ご覧になったと思いますが、
その中のそれぞれの部分について、殿岡さんがすべ
て関わりがございますので、何なりとご質問をお受けいたしますし、主だったところにいきますとスライドを用意いたしますので、
それを見ながら殿岡さんのお話を、時間の許す限りご静聴いただければありがたい
と思います。それでは殿岡さん、
お願いいたします。
殿
岡
殿岡歳子でございます。卒業生の方はみんな品子と呼んでくれまして、
」ちらにいらっしゃる加藤勝
美先生などは私に郵便をくださる時には本開局子 名前でいつも頂 て ります。
本間喜一の生い立ち・商法学者への道のり
何をお話ししていいか分からないくらい、長いものについてお話ししなきゃいけないので、同文書院が一00
何年、愛知大学が六
O
年、父が九六年間と言いますと、
」の一時間半の聞にどうやってそれを説明した
らいいかと思いますが、
まず父がどうして同文書院に行ったかというお話 したほうがよろしいですか。父
は二角から東京帝国大学に入学しまして卒業の時に同級生の田中（耕太郎 最高裁長官、文部大臣歴任）さんに銀時計を取られちゃったんです。ちょっと油断 したため二番目 なっちゃって。その当時の文官試験、今で言う司法試験を頑張ったものですから全国一位になり し 。
一位になりますと、まあばらしちゃ
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いますけど成績順で各地の裁判所に送られるんですね。
一番と二番は東京に置く。鹿児島あたりに行った方
はだ たいピリのほうだということになっている。父は小学校に一年早く入っちゃったものですからみんなより年が一歳若かったんですけれども、三年ぐら 裁判所でお勉強して、
その時の上司の方が三淵忠彦と
いって初代の最高裁の長官になった方です。その方は会津の出身でいらっしゃいまして、父は米沢 上杉藩ですから山形です。とてもかわいが て ただいた。父 二二 時に東京へ出 親元を離れておじさんの養子になり、府立問中に入学した。ゴ一淵先生は一
O歳違いの上司だったんですけれども、
いろんな法律的な
」ととか世間の常識を先生から教わりました。三淵先生はお爺様が会津藩の城代家老で、十宜野権兵衛という方ですが、戊辰戦争では殿様の代わりに切腹
なさった方なんです。非常に古武士的なところがあって、
父がいわゆる野蛮的な育ち方をしたのを、常識を
持った裁判官としての品位を保つように種々教育してくださったと父は申しておりました。
よくお宅へ呼ん
でいただいて、ご馳走ではないけれども温か 雰閤気の中でいろいろ 世渡り 術を教えてもらった いです。でも三年ぐらい経ちましたら、父は法律って分からないと思ったそうです口形がない。匂いもない口触っても何もない。それをみんなが律 、準じて生活している。法律 何 うと分からなくなった口それで三淵長官に「もっと勉強したい」と言ったそうです。「ああ よ。
じゃあ東京商科大学（一橋大学の前
身） 先生になったらどうだ」。と うことで行ってみましたら、父と年が三つしか違わな ので
生徒が
髭を生やして偉そう 見えてしょうが か 。
一生懸命そこで勉強しまして、今度は大学昇格の時です。
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父は一橋で、大学はどのくらい生徒がいたらいいか
どうすればいいかという
どのくらいお金がかかるか
ことを身をもって体験いたしました。
ですから愛知大学を創る時に、大学経営に携わったことのない勉強だ
けの先生よりはず と を創る能力を持っていたらしいのです。
I 
ドイツ留学、法哲学と社会を学ぶ
それで今度は文部省からドイツへ’凶学に行ってこいと言われ、
ドイツとイギリスとフランスに行きまし
た
一番長い滞在がドイツでした。ドイツは第一次大戦の終わったあとで、
ちょうど日本の敗戦の時のよう
にごちゃごちゃの時でした。文部省から米るお金が当時のエ
l
ベルト大統領より多かったそうです。日本か
ら来る学者は
「本棚のここからここまで」というふうに、見ないで買って日本に送らせていた。小町谷操三
先生（東北帝国大学教授）
はお金持ちで、本当に本をいっぱい日本に送ったと聞いております。
その時に下宿したところが男爵夫人のおうちでした
D
そこで父は西洋のナイトの教えを全部教えられまし
た。外国で恥をかかないように、
とてもいい教育を受けてきたと思います。そこでだいぶ辛い思いはしたら
しいのです。何を勉強しに行ったかというとつまり、法律は何だろうというので行ったんですけれども、イツのベルリン大学（フン
eホルト大学）に行きましたら、何かもう自分がすでに勉強したものばかりだった
らしいのです。それなら法哲学を勉強しよう ので、ランドプリッヒの法哲学を、本を買ったりして自分で勉強していたらしいの す。当時留学生はドイツ語のテストを受け、
あるレベルを超えて合格した者は
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ド
学割をドイツ人と同じパーセント、
つまり五
O
パーセントであらゆる生活ができたそうです。多くの日本人
留学生は受けてはみたが合格には達せず、父は初めての合格ラインに届いた日本人だったそうです。日本円の価値がだんだん低くなってきた時に学割は大変役に立ったそうです。「お父様一番賛沢は何をなさいました」と聞きましたら、
ベルリンフィルハーモニーの客席のボックスを一年間買い切ったそうです。ああ、
んなに音楽好 だったのかなあと私は思いました。大塚金之助先生などいろいろな尚大の先生方が日本から訪ねてみえると、
その席に陀らせて、交響楽が終わって外へ出て
いいだろう、大塚君」と一一．日いま
「どうだ、
すと大塚先生が
「うん！」
とおっしゃって、
よっぽど良かったんだろうと思いましたら
「二一角の棒をチ
l
ン
と叩くのも給料は同じかい」
「僕はいやんなっちゃった」と苦笑いたしておりました。
一万回日
と聞くと
MK
込ひた内、
b』広島巾
ttr
あの庁もい・りしていた。あの方は頬骨が盛り上がって飛び山ていますでしょう。
そうしますとドイ
ツ人が一番嫌いな顔なんですって。
でもお金がありますからドイツの女性の方と仲良しになる。その女の方
が父に「今
H私は一万同とデ
1
卜の約束をしたけど、行くのが嫌だから、
あなたと一緒に彼がどのくらい待
っかここの喫茶店で見ていようじゃ いか」
と。そういう勉強の仕方もしたらしいです。ドイツでは．五分
間待てば法的 待ったということになる。それを一時間半待った。
リンデンバウムの下で煙車の吸殻が足の
同りにい ぱいになっても彼は動かなかった
それをこっち側で見てるほうも見てるほうだけれども。そう
いう楽しい勉強の仕方もして。ただお金の価値がだんだん違ってきまして男爵夫人の部屋代が高くなっちゃったんですね。それで安い
ところに移る。移る時に普通日本 は
「日本に帰るから」
でも僕はそういう嘘は嫌だか
と言って出ちゃう。
そ
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ら
「お前のところの部屋代が高いから安いほうに移る」と。「だけど僕がいなくなった後あんたは困るだろ
う」。だからお金持ちの結城豊太郎の弟という方を連れてきて後釜に据えた。「よっぽど『パパア』
は嬉し
かったらしくて、
と言います。「お前は本当に正直な日本人だ」
と褒め
チョコレートを持って挨拶にきた」
られた。父はあまり嘘を言わない男でした。そこでドイツに滞在しているうちに関東大震災があって、もう日本に帰れないと思った しいのです。
そうしたらニュースが入って、大丈夫だということになって父は
ホッとしたと言っておりました。Y
--
a 
v
--  
v・・・・
上海の同文書院へ、五
O歳で学長
（パネル
l）
勉強して帰国してまいりまして
一橋の先生をずっと続けてやっておりました。
一橋の中で一つの大きな
事件（白票事件）がありまして、学内が全部半分、卒業生も全部半分、生徒さんも全部二つに分かれるくらいの だったものですからポンと辞めまし 、弁護士を開業しました。父はゼミの学生さん はみんな弁護士の資格を取らせていたらしいのです。丸ビルの仲一号館のところに一部屋借りて、夜 の学生 小使いさんに置 て弁護士をやりました。伊藤忠の顧問とか東京の電気局の顧問とか、顧問を一
O
個ぐらいやって
ますと、給料は大学教授の一
O
倍以上のものが入ってくる。「何で学校の先生なんてやってたんだろう」
と。で からあの人はドイツで金持ちの生活をして、弁護士になって お金 っぱいでいい気持ちになっ
て
のうのうとやってる時に、
一橋の喧嘩のやりっぷりが激石の『坊ちゃん』
のように気持ちがいい喧嘩の
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仕方だったというので、文部次官の赤間という方が
「喧嘩っぷりがいいから、どうだ、同文書院へ行って大
すから父は断りきれな で学昇格をや てくれないか」と言ってきました。
一橋事件の時にその赤間さんに非常に位話になったもので
「じゃあ二年間」という約束で上海に行きました。
行きましたら今度は
一橋で喧嘩の相手のほうにいた人が公安委員になっていて、
「同文書院の院長なんか
に本聞を ぐさせるんじゃだめだ」と。許可してくれないというんです。
しょうがないので赤間さんに
院長で我慢してくれないか」
と聞かれた父は、
「いいよ、
そんなの大学
へ昇格さえできればいいんだ ら構わないよ」
と、大学昇格をやりまし
た
。
同文書院四
O期の方がちょうどその時の大学の一期です
。
ものすご
い勉強をなさいました
。
どうしてかと
言
うと、
一橋大学の先生方、
講演中の殿同氏 から小梢商大の先生とか、もう父は自分の友達に全部声をかけて、吾妻栄と 、高垣寅次郎、した。
その当時の最高の学者を集め特別講義をやらせま
ですから四
O則の方々は夏休みがなかったと言います。本当に勉
強ができた 。皆さん「これが大学 と思った」
とおっしゃっていま
す。二
年自になりましたら、外交官上がりの方が院長を臨時にやってら
したのですけど、居心地が
良かったのか、
父
に「あんたは院
長には若過
ぎる」とおっしゃいました 同文書院に行った時は確かに五
O歳です
。
五
O歳の学長なんて早過ぎる
と
言われて、まあ
ご自分は院
長を辞めたく
/i¥U 
それ
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なかったんでしょうね。父は
「赤間さんに一一一一口われた通り大学へ昇絡しましたから、僕は静めます」
と。ポン
と辞めて北京へ行って蒙古に遊びに行きました。北京飯店に泊まっていましたら、父が着いた親日に同文書院の事務長がすっ飛んできました。学長からの伝討で「どうか一炭ってほしい」
と。父は有かったので少し怒
りっぽくて、「あん がそんなことを三う権利はないんだ」
と。「学長がここへ来て頭を下げて、『どうか
戻ってください』と言うなら僕は戻る」
と言ったそうです。そうしましたら今度は四一期の学生さん遠の、
思一で書いた綿々たる嘆願書。血判 す。確か実物が記念館にございますね。父は
「学生がかわいかった」。
それで大学へ一民りました。W
敗戦引き揚げ、大学の命・学籍簿を死守
（パネル
2
）
戦争がひどくなって、
日本へ春に帰り、秋に帰り、時々は．史に帰って、年に二一阿ぐらい
k
海と東京を往復
しました。上海では短波が入りますから日本が負けるのは分かっていて、日以後の一年くらいはも 東京から生活費や学校の費用を全然送 なくな し いました。「何でもい から食べてろ」
と言うそうなんで
す。父は同文書院 持っていた土地を売りました。光れるものはみんな売 、敗戦の一年前から負けるいえ度をしていました。
そんなことを言ったら当時は非国民になってしまいますから斎伯先生と小岩井先生と、
それから木問さんという同文書院卒で満鉄からの派遣生、愛大の監事もや ていらっしゃった方と、三人ぐらいしか教えていなかったそうです。父 ドイツのもの ごく大変なインフレを知って から、
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お金
で持っていたらそんなもの井一杯のご飯も買えなくなる。
そこでどうしたと思いますか。金の延べ棒です。
一オンスを九六本。ただし手に入った は三六本だったそうです。それをお金に替えて、日本人ですからお米、お味噌、
お砂糖、小豆、
それと畳、
お醤油、
それを運ぶ自動車、
それを動かす代用燃料、
もう一生懸命
倉庫に隠したそうです。敗戦の後三年は上海で暮らさなければ日本へ帰ってこられないんじゃないかと思って。それを用意しておきましたから、皆さん引き揚げと言うと本当にみじめな引き揚げを見ていらっしゃいま
すけれども、上海の引き揚げ、特に同文書院関係は、東京にいた私共のほうがよっぽど貧しかった。皆さん帰ってくる時には生ハムのサンドイッチ、
それから水筒にはジョニ黒が入っていました。父は金の延べ棒を
日本人が持っていたら取り上げられちゃうからどうしようかと思 て、同文書院の古い先生方に、
「誰か信
用できる中国人はいますか」と聞いた。 した 皆さん「いない」と言う。大金を預けられるような人は誰もいないと。
それでは一橋の時に教えたゼミの学生で台湾の方なんですけど、上海で事業をやっていらっ
しゃった方が る
その方は過去に問物資を動かしていて、家が火事になった時、
お宅の合庫の跡から聞物
資の釘が燃えないで山のように出てきた。憲兵隊に引かれて首を切 れちゃう ころを
「もしも日本人の
知り合いが身元引受人としてここ 判子を押したら助けてやる」。知り合いの日本人は憲兵隊が怖くて誰も判子を押してくれない。
ハッと気づいて
「本問先生」と来た。父は卒業証書に使う大きな判子をパンと押し
てあげたそうです。
それで命が助かりました。中国の方というのは恩義を非常に大切にするんですね。その
男に金の延べ俸を預けました。
そうしましたらその人が毎日相場を見て、現金に替えてきてくれた。
その方
我が父：,i,:1111再ーと愛知大’下・点目E同文s院大学を .m る15 
ー一司「1
一－－＇
を払ってやってくれと言う。
は台湾に逃げて、台湾のヤクルトの社長などをやり、戦
り後、日本の父の所に何度もいらっしゃいました。
そんなふうにして必要なお金を毎日毎日替えながら生
活しておりました。自然科学研究所というところがあるんですけれども、
そちらは領事館からお金をもらってい
・・
AV、Ea
、
犬・刀
同文書院はもらえない。
そのうち銀行が封鎖に
なってしまう。もう給料を払えないんですね。
一年前か
ですから父は所持金の中から持っていきました。敗戦のあと一部の書院関係者
ら払えない。外務省は同文書院に自然科学研究所へお金
が収容所に入れられましたら、
その人達は外出がままならないので、外側から食料を塀越しに投げ込んだと
言っています。後に愛大の課長さんになった、事務局の松藤一さんはお金も届けたそうです。松藤さんが番お金を持った最後だったと一一一一口って苦笑していました。おっしゃるには、大きなリュックに、ぎゅうぎゅうに詰めたお札を担いで塀から投げ入れ 。自分にとって一今度はあんなに金持ちの満鉄が、さい」と。父は
やれやれ」
やはりお金がなくなっちゃったんですね。
それで
「代用燃料を少しくだ
と言って。上海で一番貧乏だった学校が、敗戦になりましたら一番金持
？っん、
ちになっちゃった。先生方にもお給料を払い、学生さん達にも小遣いを渡した。学生はお小遣いを二週間分でしたか一度にもらえたんですね。
それで勉強をしながら一年間過ごしまし 。父は一九四五年、暮れの一
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カ月の大学の支払いは儲備券で二億三千万元になったと言っております。そんなもの一括して支払い引き揚げてきたが、
日本政府の方からは一円ももらってないんですよ。当時フォードの新車を一台、
一月頃に八
O
O万ドルで求めておき、あの中国人に預けておく、
それを暮れに売ると二億三千万ドルで売れたと。それが
ちょうど一カ月分 経費に当てられた。もしもその時八
OO
万ドルを現金で置いておいたら、支那そば一杯
もたべられませんでした。父は金と物とをどういう風にして生きていくか、
それはそれは随分苦労したもの
です。敗戦の翌年の三月に同文書院の学生さん上海の居留民父は同文書院の学生が多いので団長で帰ってきました。団長になりますと相当責任が重 んです。ここ もございますが、書いたものは一切持って帰っ はいけないこと っ はい んですけれども、何歳の者が何人乗ってるか、船の食料にどんなものを積んだかと う父のメモ書きが残っております。それから引き揚げの時の引き掲げ証明書も、
あれだけ大
勢いますと誰 しらなくすんですね。
ですから名前を書かない白紙の引き揚げ証明書に判子だけ押したのも
あります。そういうのが三枚ぐらい特別に用意 てあります。それで戻ってまいりました。
一二年の三月に一反り、東京に行きました。引き揚げた報告を同文会へ。戦乱のあとで何もこちらの而倒は
見てもらえなかったらし です。父は学籍簿だけは学校の命だから、自分がもし捕まって中国へ戻されてもいいからと、隠して隠して学籍簿だけは持って帰り した。それがあるも ですから同文書院 偽学生、天ぷら学生っ 出ないでしょう。卒業生 おじいちゃま方がいかに頭 良 ったか証明書を出 てますでしょう。ですから父は不思議 人ですよね。土…壇場の時が強いんですね、平和な時より。何かあった時にも すごい力の出せる男なんです。不思議なこ に始まりの第一回目か終わ かで、真中があまりない。
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V
最短半年で旧制大学設立認可への労苦
（パネル
3
・
4
・
5
）
帰ってきまして神谷先生なんて方はやっぱり三河人ですよね、
一生懸命お手伝いくださいました。大学に
どこがいいかと本当は九州まで探したんです。焼け野原で何もなくて、
でもここ豊橋が進駐軍が出たあとが
ちょうど空 てたので、すぐここに決めました。大学を創るってお金がかかりますよね。何もなかったんです。上海から帰ります時に船を降りて、日本政府が一人一
O
円お金をくれたんです。
その時にひどいじゃな
いで か、証書を貼らない 使えないお金 すよ。翌日はもう使えないんです。
みんな一
O
円ずつもらって
きC中広！
νれ九。
ですからお金なんかほんとに一銭もないし、持ってたお金は波止場で正金銀行に預けなきゃいけ
なかった。紙切れ一枚と全部交換です。学生さん達が来てこの証明書、同文書院の在学の証明書があったら、東京帝大、京都帝大、どこでもウェルカムだった。
一橋にもずいぶんいらっしゃいました。京都帝大が
一番多かったと思います。五
O
人ぐらい入りました。
司会
杉山さんは同文書院の卒業生でこの証書の持ち主です。
殿
岡
あと、編入学できなかった人たちも多かったんです。締め切りに間に合わないから。期間が過ぎてし
まって、持っててもだめだ これは何と しなきゃ けない。大学がその学校をやめる時は学籍簿とか証明関係、
いろいろな後の手続きを引き受けてくれるところがなければやめられないんですよ。
ですからど
うしても大学が欲しかった。父は同文書院の卒業生じゃないんで 。
どんなに国家の変動があったとして
も、父が院長の時に同文書院をなくすということは、卒業生に対し も すごく面子 ないことです それ
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と学生が本当に困っていました
。何とかして創ろうじゃないかということを
、
先生方も帰っていらして少し
ずつ集まって
相談した
。関係者達に聞きますと日本で
同
文官院を創る能力はもう
一つもないと
。
では新しい
のを創ろうということで愛知大学になった
。
一一一月に帰ってきて、九月に許可をもらって
一
一月に開校です
。
こんなにお金を使わなくて時間も使わないでできた大学なんでどこにもない
。
できたのが茨城あたりにあり、戦後だったものですからまだ旧制大学です。旧制でできたのは四つあります
。軍需
工場がもとで工学部が
それから愛知大
もう
一つは電気の系統で東海大学
。
これは逓
信省ですよね
。
学と玉
川大学です
。
玉
川大学の小原さんなんていう方は学校創りの大
家
で、
お金
なんかわんさと持ってい
る
。
本当はあちらが三番目でうちはビ
リじゃなかったかなと思うんですけれども
。文部省は いそうだと
思ったんですね
。引き揚げ者でお
金
はないし、学生はうろちょろして
いると
。
で、
三番目に許可していただきました
。
でもそれには
一
つ裏
があります
。文部大臣も、各地の役所の方々も、
だいたい父の知り
合
いでした
。
「本闘がやるんだったら
」
と協力を惜しみませんでした
。
ただしお金が大変です
。
文部省に五
O
万円供託金を調達したから
。
そ
れを豊橋の東海銀行がスラツと貸してくれた
。東海銀行の
支店長さん
は愛大にお金を貸 てくださいま
す
と本
店
の役
員
に大概おなりになれ
るんです
。
ですから支店長が代わるたびに
脅
かしにいってました
。
「愛大に金を貸せば将米役員になれるぞ
」
と
。
そういうジンクスがあ
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りました。あと豊橋市が非常に熱心に誘致してくださいました。横田市長が父と話してる時に、非常に気安く引き受けたんです。もしかしたら、女学校創りの気持ちで言ってるんじゃないかと、父は心の中に疑惑が湧いたと
言うのです。それが顔に出たのかも知れません。
そうしたら横田さんは引き出しをグッと開けまして、中か
らお芋を一本ポンと置きまして、食料は大丈夫。おっしゃったお言葉は、
「私は三河人だ」。父は
「悪いこと
をしたなあ。ちょっとでも疑ったのは悪 ったなあ」
と頭を下げて、
と思って、「よろしくお願いします」
そこで決まったそう どう て
「三河人」という一言葉がそんなに重いのか。志賀重昂という有名な先生
その先生は早稲田の先生もなさっていた。昔早稲旧の大学に行きますと、
な職員室なんてないんですよ。だいたい 大きな金 火鉢があり、その周りに椅子があって、がいらっしゃって、
こんなきれいこうやってあ
たっているそうなんです。そういうところに一人の学生さんが来て、
「志賀先生、愛知県人会の会費をいた
だきに来ました」。そうしましたら志賀重昂さんは岡崎のご出身なのに、
「わしは愛知県人じゃない」 だっ
て先生岡崎でしょう」「わしは三河人だ」
と。そうおっしゃった。それを若い頃父は三淵長官から聞かされ
ていた。天下を取った岡崎の大本、三河人だというのは大変なプライドだった。父も「あなたは山形ですね」とニ一一口われるとち っと嫌 気持ちがする。「米沢ですね」と言われると「そうです」
それと同じだと私
は聞かされました。本当に豊橋はじめこの近郊の方々には大変お世話に ってできた なんです。
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羽愛知大学は赤ではない、薄桃色以下だ
（パネル
6
）
ここに愛大事件の議事録がありまして、私自を通したんですけれども、議会に呼ばれましていろいろ話
をする時に、「お前の 校はアカじゃないか」と議員に言われる。「本間証人」と言われて立ちまして、橋とか名古屋とか中部地区のいわゆる保守的なところにあるから赤く見えるのであって、東京の早稲田の隣とか中央の隣に行ってごらんなさ
ピンク色です」と答えたら向こうが黙ってしまった。父の議事録の中
には本当に忍耐強く
いかに大学の自治を守るかということを、議員さんにとくとくと述べている。
それだ
け学生に対する愛情、学問 対する自由を大切にした人じゃないかと私は思っています。議事録を読みますと、もう本当に大学を潰しかねないような、愛 なんか潰しち えというような言い方をしています。そうした挑発的な発言 対しても非常にユーモアを交えながら答えて ました。
スライドですが
これは愛大事件の時だと思います。これは柔道部の横で北門。「北門シャン」
というの
を私と父の間でしゃべっていたんです。「北門シャン」
というのは誰かと一一一一口うと制迫先生なんですが、
すごくお酒を飲むんです。運転していると
「歳ちゃん来い」なんて言って後ろから首をしめられる。北門で
「僕ここで降りる」
と言うんです。「だって先生歩けないじゃないですか」
ピンと立ってさっ
と言いますと、
さっさとあそこの門 入る 奥様の前でお酒を飲んだことないそうなん す。あん に酔っぱらわくてもいいんじゃないかつて。それで「北門シャン」
というのは細迫先生のあだ名です。
（写真を見ながら）頑張って一生懸命検証しています。父は学生を信じていました。そうでなかったらあ
「出旦も
の
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んな長い裁判を
一回も休まずに法廷に立つことはなかったと思います。弁護トしの資陥を再な録して。どん
なに楽しいことが家族の中であっても、
どんなにお金になる法律のいろいろな仕事があっても、愛大の故判
の時は必ず名古屋に行きました。ちょっと足に怪我をして靴が履けない。
でも「僕は行かなきゃならない」。
私はスリッパを上手に包帯で巻いて、名古屋の裁判所に送ったことがあります。
一同も法廷を休んだことが
ないのです。学生がかわ いん す。母が うど子宮癌 なりまして、命が危ないんです。
でも「僕が愛
大にいないとだめ んだよ
D
あんたが看病してくれよ」と言います。大変でした。私は
「お父様、学生が
ゃったんじゃない 」と弓いましたら「いや追う。僕は学生の目を見た。あれは嘘を言ってる日じゃないよ」と。本当に学生さんをかわいがっていましたから。
U町ヨ三日一白川
Jttf
（政橋駅の弁中
1業百
が好きで
こういうこともあったんです。愛大事件があって、公飢に私と父が
おりましたらコンコンと って小岩井先生 コ
l
卜と帽子を抱えて、
「先生ちょっとまた回ってきます」。そ
れは何かと一一一一円います 、愛大事件が始まる前、肉店橋の商店街の皆さんが寄付してくださる約束をしたのです。それが愛大事件が起こったら 以故になってしまった。だから小山石井先生 そこへまた一軒ずつ挨修 てお金をもらいに行くと言うのです。父は
「小岩井君ちょっと座ってよ」。
ウイスキーの瓶を持ってきてまず
f的
め
「小岩井君それはやめてください」と。「旧力が一同決めたことを脱出すところへ、到なんか下げないでく
ださい。金は僕が東京で作ってきます」。小岩井先生は回るのをやめました。父はお金を作 てきまし 。うちから嫁に行った女中が言うのです。「 つでも私証人になります」。盟橋 いらっしゃった方は全部「先生、お金
お金、
お金」なんです。「月給どうしましょう」
D
そうすると父は
「うん。作って持っていく
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から大丈夫だよ」。確かに最初の頃は、
こんな大きな風呂敷包みがありまして、質屋に
持って行くのです。「私も行きたい」
と言いましたら「女の子は行っちゃいけない」
一言って、慶応在学中の兄が持っていってお金を作ってきました。今、母の古い箪笥があって、開けますとビロードの宝石箱が山のようにありますが、全部空っぽです。小さい時に母がおしゃれをするのを私は見ていまして、きれいになっていくんですね、化けてくるんですよ。
それを眺めていますと
「この帯留も、
これも、あなたが社交界に出
る時にみんな げるからね」。私はもうそれは自分のものだとばかり思っていました全部、大学の費用 化けま た。
でもいいんですよ、愛犬の建物を見ると「ああ、あれ
私の市’問 かんざし」
と思います。
それで充分です。
母は東京麹町三需町生れの江戸つ
子です。父と私はガラスの美術品を扱うように大切に接しており た。亡くな した時、星空を見上げ「また、
日本から貴婦人が一人消えましたねえ」
と咳いた田中最高
裁長官の声が耳に残っております。お金をくれたのは壷屋さんだけだったんです。父は壷屋さんのものを褒め祢えて、どんな時でも必ず買うのです。壷屋さ い り寿司を食べますでしょう。
「おいしい
な」と他に聞こえるように。「壷犀一の弁当うまいよ」と新幹線の中でも大きな声で言うのです。義理というものをもの ごく強く持っていましたね。約束を守らないということはなかったです。
近藤正一さんはよくご存じで
父は曲がったこととか、いい加減な
と
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仕事をするのは嫌いでした。近藤さんに電気のことは全部任せてました。「近藤さんがやったんなら僕は安心するよ」
と、とても信頼してました。近藤さんには本当にいろいろお世話になりました。
カゴメのジュ
l
スありますよね。あ 方も確か卒業生でしたね、蟹江さん。方々の喫茶店に入りますと、
「カゴメのジュ
i
スはないのか」
と必ず言うんです。非常に思義を持っていると言うか、学生をかわいがると言うか、
そうい
う気持ちが強かったです。父は金策の上手い男でした。大学院を創る費用は、当時、貴重品であったバナナを、台湾から輸入する権
利を取得しました。
つまり、台湾からバナナを船に悩み、神戸の港で業者に渡す事で、大金が動くのです。
そのマージンで大学院を創 した。その時、卒業生の伊藤照志 は、父に頼まれて船に乗って大学のために働いてください 。また、父は日本人土国の米軍 使用中のタイプライターを払い下げる権利を取得し、物資の欠乏する日本の会社、学校などから引っぱりだこで全部売り切れて、結構なお金になりました。同文書院の卒業生で一五期の’日須大順さんからご税伎の会社で導入預金をしてあげるからとの話がありました。咽から手 出るようなお話ですが、
父はそれに対する裏金もなかったし、答をしぶってましたら、白須
さんは
「心配はいらない。この会社は有楽商事以という日本一の保険の代理店であり、
一OOO
万円銀行に
預金をするから、大学は一
000
万円借り出しなさい、条件としては学校の火災保険を掛けてくだされば良
い」という話でした。固から借りている大学の建物に
必ず火災保険は掛けなければならない、約七
O
万
円の保険料で一
000
万円を使うことができ、初期の大学の大きな運営資金として大助かりでした。
父は頭を下げず、
ひも付きでないお金を生み出す天才でした。すべて父の人脈による金策であった事は言
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うまでもありません。刊全国から市民カンパ集まる・薬師岳遭難
（パネル
7
）
ここにあるサンデー毎日、週刊朝日、
みんな薬師岳遭難のことが載っています。最初電話が入った時、私
は名古屋の事務所にいたん す。「先生は今どちらへ」「東京よ」と言いましたら何かおかしい。「どうしたの」と聞いたら「遭難した」
と。誰が父に電話をかけるかでもめていました。怒られると思って。「じゃ
あ、私かけますか 」。「お父様、何か遭難しちやったらしい。雪の中で」。「雪を知らないところで育った者は困ったもんだなあ。僕なんかは山国で雪国だから、雪が降った時は分からなくなるから穴を掘って、吹雪が収まるまでしゃがんでるんだよ」
と。「ちょっと代わるからね」と言って代わりました。そうしたら怒る
どころか、「学校が潰れても救助をする」。その言葉にみんなが感激したのか、卒業生から問 合わせがすごかったです。
お金を送ってくるとか。その次の父の言葉なんですよ。「人の生命は地球より重い」。それがま
た新聞に載っちゃいまし から、全国津々浦々から一
O
円、
一OO
円でも送ってくださいました。遭難の記
録を出し、
お金は富山の県警に卒業生がいまして大変お世話になりましたから、
そちらに寄付と言うかお礼
と言うか差 上げましたそのお役目は脇坂先生です白「脇坂さんにしたのはどうしてだか分かる？」と父が言うものですから「いや分かりません」と答えました。「脇坂は富山の名家のご出身なんだよ。あの人が行けば富山の人はものす
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ごく嬉しいし、大変な方がい
hりしてくれたと思うし、
お金も三
O0
．力が五倍ぐらいに感じるんじゃないか
ね」と、うま 考えを持ってるんですよ。
それで脇坂先生に行っていただいた。何かやるにしてもちょっと
考えるだけじゃなく、その先、その先を考える。
つまりキューを打つ時、
四つド一は難しいですよね。何かや
るのに父は六つ玉ぐらい
（あればですが）行き先を考えながら仕事をしていたと思います。こちらへ行くと
この人はどうなる
」ちらへ行けばああなる、
こうなるって、本当に先を読む。碁で言うと一
O
手ぐらい先
ですかね、
それを常に読んで動いていたと思います。両手で頭を抱え一人で静かにしてる時は考えてる時だ
から、
「ちょっと
なるべく側に行かないようにしました。それを知らないで
「ねえ、
お父様」なんてやると
僕は考えてる ら静かにしといてくれないか」
と言’つので、
なるほどなと思いました
c
人の気持ちを非常に大切にする人でした。
この記事だって、上子に愛大が必くとられないように刀かせる
というのは難しかったんですけれども、毎日新聞は政治部長をやってる方が母の友人の坊ちゃんだったし、同文書院の卒業生が社長でい
hりしたから、
そこのところはうまく記事にしていただきました。朝日新聞は社
主の上野さんが最高裁の時に長宵 秘芹で、父は本当に仲良くしていましたからそれでちょっと抑え、法政大学の時の教え子 資材部長で二瓶さん。その人が ましたからそれでまた抑え。
ですから朝日も悪いこと
はあまり書けない。怖い 週刊新潮 す。その当時、新潮にや れると二進も三進も かない時だった。今度 週刊新潮が来る でハッと気付きましたら 私の女子学院時代の の仲良しが麻生一族の息子のところへ嫁に行っていた 編集次長をやっ いらっ ゃった 思いますが、
そこへ渡りをつけまして
「新潮の方がいらっしゃる に私が何のお世話もできないと東京へ仰って友人 顔を見せられ い」と。・記
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者の方が二人いらっしゃいましたから「どうか私の車を使ってください、
いらっしゃった時は私がいくらで
も方々お連れいたしますから」
と言ったら、惑いことは書けないんですよね。私が運転してますからどこへ
行くのも全部ば ちゃ ます 。それでとってもいい記事を書いてくれまして新潮は抑えられたんです。だいたい報道陣から好意的には見られておりました。薬師では最後のところだったんですけど、遺体が見つかった。父が申しました。
「親の愛情以外の何もの
でもない」。最後の遺体をお父様がお つけになった方いらっしゃ ましたよね。
「あれは親の愛情だよ」
て盛んに言ってました。
お葬式が大変でした。宗教が全部違いますから。
「困っちゃったんだよな。
どうし
ょうかな」と うもんですから、私「音楽葬がいいですよ、宗教抜きだから」。
メールクワイヤーに頼んで
『山に祈る』というのを薦めました。
「あれは泣かせますよ、お父様」。曲を聞かせたら
これはいい
？っん、
じゃないか」。菊の花は渥美半島にいっぱいあるんだから思い切り飾ったらいい。
お葬式の時の写真が り
ましてね。
「お母さーん」というところがあってみんながジヤジャ
l
ッと涙を流
メールクワイヤーの音楽で
す。父を見ましたら彼も私 ほ を見てきました。上手にこれもできた。本当にい お葬式でした。
だって
創価学会から仏教から何からみんなあるんですよ
一三人分ですからどうしょうもなかった。父はこう申し
土品
IV
れ～。
「ほんとは生きてたら全員丸坊主にして並べて挨拶させようと思った。
だけどみんな死んでるか
ら、僕が責任取らなきゃね。世間様に申し訳 それで学長 辞めることになりました。辞めるタイミングも良かったんです。本間喜一とい のは時を見るのがう ですね。何か本当 い時に派手なことをやる男だった。
つ
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四
植物愛好家の商法学者
愛大になんじゃもんじゃがごぎいます。これはどうしてここへ植えるようになったかと言いますと、と父が
「なんじゃもんじゃが欲しいな」と言うんです。私は老人看病のほうの専門もやっておりましたが、
年寄りは気が長いというのは嘘です。気が短いなんでもんじゃない。欲しいものはすぐ欲しいんです。それが分かっておりましたから「なんじゃもんじゃ、もらってきます」「どこへ行くの」
「明治神宮です」。宮司
さんになんじゃもんじゃの好きな方がいて
一生懸命前木を作っていらっしゃるという新聞記事を読んでい
ました。「実は大学になんじゃもんじゃ 木が欲しいので、
お分けいただけますか」と言いましたら、
宮司さんは父のことをよく知ってたんですね。日以一両裁関係じゃなかったかと思うんです。地鎖的決ゃなんかでお呼びするでしょう。その関係じゃないか 思 んですけど 「 は差し上げます」。苗木じゃないんです、けつこう大きな木をいただいて、
トラックで持って帰った。「お前はよくそんなところへもらいに行ける
な」と一一百 もんですから
「ください、
くださいと一百うんじゃなくて、大学に置きたいんだと言えば、
ぱり向こうだって天下の愛知大学ですから」と言っ ら父は喜 って、
そこに植えました。
「学生が難
しい問題をなんじゃもんじゃと考えてほしいな 父は言っておりました。
それから少し経ちましたら
「今度は歳子、菩提樹の木が欲しいな」
と言うんです。
「任せといてくださ
い」と。私は小京都と言われる世田谷の寺町 住 でいます。私共の住んでいるところは、泉岳寺が越してくるところが越してこ かったので京王電鉄が分譲しまして、住宅地な けど、
そこの一角に住んでい
28 
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つ
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そ
の
ゃっ
ます。周りに全部で二九のお寺がある。関東大震災の時に世田谷に越してきで。だいたい昭和二年にできあがっているようなお寺が多いんですね。釣り堀があるんですけど、
そこで和尚さんが釣りをしている。魚屋
が毎日来るんですが、いい鮪があって
「あんたこれどこへ持っていくのよ」と聞いたら
「近くの寺」
だと。
「菩提樹の木が欲しい」
と言いましたらやっぱりあるんですね、
お寺ですから。すぐですよ、父が欲しいと
言ってから一時間半経たないうちに坊さんが三本かな、
ちょうど私の背丈ぐらいのを持ってきてくれまし
た。倉橋さんというスクールパスの運転手 いましたでしょう。あの方が取りにくることになったんです。「自動車は事故が起こったら危ないから新幹線で行きます」 新幹線でどうやって持っていったらいいか。私一本の棒のように包みまし 、
その当時中国服を着てる女はいなかったんですが中国服を着まして、
改札口はそんなにうるさくないです、
チョキンとやってる頃ですから。側に行って中国語みたい
チョキン
なのをしゃべりましたら
？えっ・
え？」なんて言ってる聞に横を倉橋さんが通っていった。豊橋の改札は顔
なじみですから何とか る。乗っちやったらこっちのもんです。
それで持ってきたのがこの菩提樹です。父
が菩提樹を植えたの 、職員会議で分からないことをぐだぐだ言う先生方、
あの方々に「菩提樹の下で悟り
を開いてほしい」、
そういう気持ちでした。そうしましたら神宮から盆栽仕立てのなんじゃもんじゃの木を
「本問先生に」
と言ってくださったので取りに行きました。
お礼にヤマサの竹輸の一番大きな箱を持って
行ったの 覚え います。
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政
人間・本間喜一の愛｜｜同僚ヘ、愛娘ヘ、愛犬ヘ｜｜
（パネル
8
・
9
－m
）
父は勲章とかそういうものが大嫌いなんですよ。
田舎の山形の
でも父が東亜同文書院にまいります時に、
お母さんのところへ
「支那へ行かなきゃならない」
その当時は農家の次男坊、一二男
と言いに行きましたら、
坊はみんな満州へ出稼ぎに行きますから、
お母さんはそれだと思っちやったらしいんです。それで
「うん、
うん」と聞いていて
「お前が一人ぐらい帰ってきても何も悪いことはない。けえってこ、
けえってこ」
て言われたそうです。「いや、天子様のご命令で、行かなきゃならないんだ」と言ったらやっと理解してくれた。
それからですね、勲章なんか頂くのは。自分は欲しくないんです。だけどもおつかさんが金杯や銀杯
を喜ぶから、
それでもらうんだと言ってました。あまり国家権力のお褒めというのは好きじゃないんです。
大学の先生というのは定年になると勲章をいただけるんですが 申請をしなきゃいけない。愛知大学はそういうこと あまりしないので、ず ぶ 皆さんも巡く民いてるんじゃないかと思います。鈴木捧郎先生が頂けることになったら
「万歳」という電報を打ちました。「気持ちが清々した。遅いけどやっともらえたね」
という。今まで我慢して んでしょうね。鈴木先生に差し上げたいなと思ってたらしいです。今度のパネルは日中友好ですね。こんなに染みができているのは私の責任です。
」れは中日友好協会の会
長さん孫平化先生と言いまして、現代中国の書家の一番うまい方です。
いい字でしょう。父が入院中かな、
病院に見舞いに来てくれるとお ゃいました。老人病院にい して、大きな病院なんですけれども、いう方がいらっしゃると右翼がうるさい。守りきれない 言うんです。「確か劉銘侍（台湾の北の方のお金
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つ
こ，っ
持ち、ドイツ留学経験あり、
共産党員になった）という有名な台湾の方のお葬式の時、私、青山斎場で靴の
中まで調べられましたからね」
と
「病院は聞けっぴろげで鍵もかかりませんから警備が保証できません」
と病院側から一言わ て、
「それじゃ私頂き まいります」とホテルオ
l
タニへ取りに伺った。その時に
これをくださって、
「本当はきれいに表装してくるべきですが中国でやってくると糊の関係で日本では
反っくり返っちゃうので、書いたまま持ってまいりました」
と。これは頂蛾した時の写真です。問包んでしま
い込んでたんですが、
どこかにあると思って一生懸命探しましたら、何のことはない、箪笥の上にポンとあ
りました。畳み込んでいたので染みが付いてしまいましたが、
「あなたのお名前は北斗星の如く輝いてい
る。南山の如く長生きしてほしい」。南山というのは仙人が るとこなのですが。
そういったことらしいで
す。それで学校のほうに聞い だくことになり、今きれいな傾に入れていただいて立派に飾ってありますので、ご覧いただけたらと思います。
これは洋服だけすごいんです。何かで私がべそをかいたんですね。そうしたら
「洋服でも作っといで」
．1ワつんです。
「作っといで」と言って金額も示さないなと思ったもんですから、銀時の松坂日間に
しめしめ
行きまして
ニナ・リッチのデザイナーに作らせた唯一の洋服です。あとで聞いたら高かったですね。父の
税金を引く前の給料を払わなきゃならなか 。何とか払 てくれまし 。たぶん弁護士をやっ たお金が入ったんだろうと思います。きれいな布地でした。
この犬は近所の一柏原の親父が子供の遊びにと言ってポンと置いていった。雑傾ですよ、
ラブラド
l
ルと
シェパードのあいのこだ 言うんですけど。九匹生まれて一番の残り物を寄こしたんですね。
これは父にな
と
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つきましてね、年中父の側にいます。電話が鳴ると父は耳が遠くなって電話の音が分からない。犬がワンワンと吠えると電話のところへ行く。初め来た時は箱に入れて玄関の横に置いたんです。そうしたら鳴くんですよ。
かわいそうだからうちの中へ入れる。また鳴く。それではと言って座敷へ入れたんです。そうしたら
鳴かなくなったんですけど 大きくなって暖かくなっても、うちから出ていかないんですね。
ふと考えたら
犬はこのうちが犬小屋だ 思っているらしい。「しょうがないじゃないか、今さら出すのも」。うちの座敷のところに柵を作りまして、赤ん坊が歩くベビ
l
サークルみたいな口
お客様がいらっしゃるとそこに入ってい
ただく。そうしないと犬の嫌いな方は闘ってしまう。私どもは鰻を出すのは一番いいお客様ですから、鰻が来た時はその横 座って だれをタラ
l
ッと垂らしながら見てるんですね。最後の一切れをくれない時はワ
ンと怒るんです 太郎とい 名前にしましたが、犬にいい名前を付けちゃだめなんです。ある日、予防注射の葉書が ましたので見たら「本間太郎様、喜一号の予防注射を」
と書いてある。保健所へ電話をかけたら
向こうで
「ほら見ろ、
やっぱしおかしいって言ったじゃないか」
なんて喧嘩してる口
勲章を頂くことになったんですね。もう自分の母親は死んでますし勲章なんか欲しくないんです。だけど愛知大学のために働いた勲章なら頂くと。最高裁の事務総長の関係で れる勲章なんて欲しく 。「おっぽっとけよ」。そ しまし ら係のほうから電話が入りまして
「お届けに上がります」口「いゃだめだよ。娘
のうちにいるからね、通すところないよ」「それではお玄関先だけでも伺わせていただきます」「いや、犬いるからだめだよ。そのうちブラッと散歩に出たらもらいに行 からね」
と言ってました。散歩に行っても
らってきたのかな。うちに持ってき て、私が犬の首にかけちゃったんです。
そうしましたらこの犬が外
32 同文書院記念報 VOL. 15 
へ行っちゃった
。
一生懸命追っかけてやっと
と
つつかまえまして
。
でも似合いますよね
。ま
あこの勲百は長
男のほうに践しましたけれども昔の勲章はしまってあります
。
昔の勲章のほうが今より宝石がいいんです
，戸’‘
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よ。だからお兄様は新しいほうを持っていますけれども。この犬はこのように、
いつでも父の側におりまし
34 
ところ塞ぎましょうか」「いいんだよ、
これで空気がきれいなんだから」。私は家主だもんですから、
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た。ですから父が亡くなって四か月ぐらい経ったらやっぱり死にましたね。もう白内障で耳は遠く、利くのは鼻だけ したね。二
O
年と九か月生きました。
見てください。「あばら屋のすきまだらけのおかげにて命助かるガス漏れなし」なんて言って。「風が入る
いつで
も「家主様」
って言われる。「店子のキイさん」なんて言って二人で呼び合って。非常にユーモアのある父
で、私が買物に行くので
「お父様、
ちょっと買物に行ってまいります」
と言うと、
「してして小判は持った
か」と一言うのです。あ、来やがったな、阿波十郎兵衛と思いますから
「はいはい
ととさんの名は阿波の十
郎兵衛と申します」
と二人でふざけあって。
一一一月一四日になりますと父が大好きなのは忠臣蔵で、忠臣蔵
が何で好きか 言いますと、大石内蔵之助が四七人をどうや まとめた という。これは一橋の白票事件の時に一三人ま まった 抜ける人がずいぶん出てきた ですよ。あれ ら忠臣蔵を非常に研究し出したんです。
それで父は
「人の心をまとめるのは金じゃない。気持ちが通じ合って、本当に理解し合わなかったら
人間は動かないんだよ」 。
一二月の一四日になりますと私が夜中に金鋸を持ちまして、
「一打ち二打ち三
流れ、
チョンドドドドドドン、
ドンドンドン」。
そうすると父がガパッと起きまして、
「あれを打つのは大石
内蔵之助」
って二人で始まるんです。そういうふうに年中うちの中に笑いが絶えませんでした。
小さい時は私は父の膝の中にドボンと入りますの。そうしますとある時は義太夫、
ある時は歌舞伎、ある
時はオペラ、もうあらゆるもので世界の歴史や、
いろいろなことを話してくれるんです。私がヒエログリフ
を勉強し出したのも、
「エジプトにはロゼッタストーンがあって、
それを言語学者が見て分かったのは、使
う字数をピックアップして言語を並べていったら『王の玉、大王の碑』と読めたんだよ」というようなことを聞かせてくれたんです。「あんたは大きくなったらロンドンに行って見ておいでよ」。歴史ゃなんかはほとんど父の膝の中で党えま 。
ですから父が亡くなりました時、大きな図書館が四つぐらい無くなったよう
な気がしました。どうしてかと言いますと
「ちょっとお父様、これ何でしょうね」
と言うと答えてくれるん
ですね。私が質問を忘れてしまった頃、
四時間ぐらい経ってから厚い本を何冊か持ってそれに全部しおりが
入っていて、
と言うんです。
ですから幅広く
「さっきの質問に関連したことだから目を通しておきたまえ」
全部勉強 きます。ただ結婚しまして亭主に聞くと「俺分かんねえよ、先生に聞いてみな」なんて言うんですよ。もう嫌だなこの男、
なんて思う。やっぱり亭主は尊敬できないとだめですね。そんなふうで決して怒
らないし、勉強しろ んて二百も言いませんでした。
三人の学長となっていますよね。初代の林学長さん。この方はどうしてなってくださったかと言います
と、同文書院の理事をや いただいてたんですよ。父はどうして学長にならなかったかと言いますと「僕は学生を戦場に送ってしまった。教育者の資格はない」。だ ら学長はでき い。それで林 お願いするんですけれども、
やっぱり同文書院の関係があります。
それから私の母のうちのほうに小泉信三さん
（慶応義塾塾長、美智子妃を宮中に推薦 た）
の奥さんの兄弟が来てまして、
そんな関係でよく存じ上げて
たもんですから、
お願いにあがって
って申し上
「先生は同文書院の学生を守る義務があるんじゃないか」
げたらしいんですね。
そうしましたらご承諾くださって。ご承諾くださったら本当によく動いてくださいま
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した。速いところを、お身体だってそんなにご丈夫じゃないのに、暑い最中から一生懸命できる限りのご暖助をい だいたんです
。
宿屋なんてないんです
から公館にお泊まり なるんです
。
公館は先生カが
一部崖
一部屋いっぱいになりまし
た
。ずいぶん部屋がありますでしょう
。
奥さん持ち
の方はちょっと廊下の
附
っこのところにお台所を
付
けて、
そこで調理をなさるんですけど、
2
－
3
暗闇
3
7
しふ／し
人でおいでになります 、ご飯山しをしなきゃけないんです
。
そうしますと女中さんもいますけれ
ども
、や
はりそれだけでは済まなくて、私
一生懸命
お料理を作りました
。
それからお風呂を沸かして
まだ少女だったもの すから先生
β
に、
」の先生が
空
いたら
今度はこの先生にお風呂と
。
そうするとお
風呂場でもってパン
ツ
一枚でお背中流しです
。
よく
サ
ー
ビスしちゃ
ったなと思う
。先生が
「ちょっとぬ
るい」とおっしゃると裸のまま外側へ行っ 薪を燃
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公釘iの前で
してくるんです。
一生懸命やりました。ご飯も作りました。
ジャガイ
お米はないですからジャガイモです。
モの蒸かしたのを置いて、
あとはお味噌汁があればいい。小池の下に朝鮮人街があって、
そこへドプロクを
買いに行くんです。ドブロクがあると晩御飯の後は先生方の大宴会、
と言いたいんですけれども、
い
pりつ
しゃるのが最高峰の先生方だからおしゃべりになることがすごい講義なんですね。林要先生なんかもおいでになった。あの方はちょっとお胸が悪かったので時々お見えになるくらいでしたけれども、窓を開けて寝ちゃう癖があ んですよね。そうすると寒くてたまらないじゃないで か。それから「雪隠ネコ」
ってあだなを付けたのがいるんですよ。豊橋生まれの先生です。立教大学からで、
本当はう で．安らないって言ったん 佐々木学長は父の同級生ですから
「俺要らないよ」
って一言ったの
「うちでも要らねえんだよ」と押しつけられたのがその先生です。学生さんには評判がいいかどうか分
かりませんけれども。夜遅く帰っていらっしゃ す。自転車に乗っていらっしゃる ら 玄関を開けなきゃいけない。
ガラガラガラッというのでみんな目が覚めちゃう。私、教えたんです。
「先生、昔の泥棒は
こっそり入るので雨戸のとこにおしっこしてス
l
ッと開けるんだから先生もそこでおしっこして聞けなさ
い」と一言ったの。
それからなんかおとなしくなっちゃった。朝、先生方が大学へ講義にいらっしゃいますで
しよう。その聞にお掃除するんですけれども、
お靴がその先生のは小さいんですよ。残っているから探して
も先生はどこにもいない
おかしいな。「お靴はあるけど影も形もありません」
「じゃ何か他のものを履いて
いらしたのかねえ 。
それが九時ぐらいでしょう。
一一時過ぎに奥のトイレ、菊のご紋章の付いた把手を開
けて中に入りますと六畳ぐらいあ ん す。重い槍の一枚板で。そこ 雪隠ネコの先生が座っ るんです。
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「どうなさいました」と言ったら、
入って把手を引っ張ったら把手が抜けちゃった。
それで二進も三進もい
かない。出るに出られない。あれが雪隠詰なんですね。窓には格子が入っている。庭の隅っこですから人が通らない。初めのうちは
「おーい」なんて言ってたんですがもうあきらめちゃって座ってる。座禅してい
らっしゃいましたよ。それで父が
「共産党のくせに菊のご紋のところでおしつこなんかするから惑いんだ」
なんて言いまして、
「雪隠ネコ」というあだなを付けました。
初めの頃はみんな食料がないものですから、外へ出て何か食べ物があったら買ってこいというわけです。小岩井先生と父の写真がありましたね。
これ見てください。税務署の人に似てるでしょう。柳生橋のこっち
側に芋飴を作ってる工場があったんです。
そこの息子が愛大に入っていた。野球部だったかなと思うんです
けど。聞くところによるとあんパンを・辺で売ってるというので、
二人でお腹が空いちゃつて
「ごめんくださ
い」とガラッと入ったら、
サ
l
ッとみんな奥へ走ってったと言うんです。だから売る物を隠したんじゃない
かと。「あんパン・：」と言ったら、
「いや愛大の・：」
「いいえ、うちではそんなもの売ってません」。
と一言った
ら「ああそうですか、息子がお世話になってます」なんて言って、
あんパンを裂から持ってきたと言うんで
す。そのくら 食料がなかった。東京に帰る時はお芋を背負って帰りました。
一等上の荷物のところに潰れ
ないように大きなトマトを一個のつけて。母に食べさせたくて持って帰りました 靴がなくて東京駅を下駄を履いて歩いたのを覚えています
そのくらい大変な時代でした。
愛大事件の後は就職難のようでした。卒業生の皆さんは大変ご苦労なさったようです。
そんな時、越知さ
んは家業の理容美容業を始めたのです。渥美線の新型橋駅前で相当立派なお店でした。愛大にみえる先生万
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の多くが寄られるようになって床屋談義や政経談義に花を咲かせたり、
インテリ床屋さんとしてマスコミの
人たちのたまり場になったようです。父は越知さんに
「普通の床屋さんじゃなくて、愛犬を出たという特徴
のある床屋さんになりなさいよ」と言ったらしいです。こんなにご立派になって、父はいつも自慢してました。どこの も行か んです。越知さんのところで安心して。そこでもってつい口がすべるものですから、「学長は隠しどころの毛のごとく、
あって普通、なくて間に合う」なんてうっかり書いちゃつた
んですよね 越知さんいつでもひっ か ちゃ んですけど。そういうふう して、本当に父は愛大を大切に大切に、かわいがっておりま 。
X 
書院卒業生の恩返し
司会
時間がまいりましたので、
ここで修了証明書をお持ちの杉山好美さんに、ちょっとその時のお話なん
かをしていただけると。これを持って けば帝国大学ウェルカムという。殿岡何期でいらっしゃったの。杉
山
四四期でございます。私は越知床屋さんで本問先生と秘書としての歳子さんにお会いしたことを覚え
ています。私は豊橋の豊中（時習館）
から愛知県の派遣生として上海の同文書院に渡ったんです。ところが
戦争中で、昭和一八年に行って一九年に日本へ入隊せよという赤紙が来ましたものですから日本へ帰ってきました。軍隊から昭和二
O
年の九月に帰ってまいりました。そうしたら大学はない。富山の呉羽というとこ
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ろにできるからそこへ行けということで呉羽へ行きました。それもすぐだめになりまして年末に豊橋へ帰ってまいりました。そうしているうちに先ほどお話がございました一一一年の三月一日ですか、本問先生を団長として学生が三
O
三名、博多へ着いて。三月二日にはもう東京の事務所へ書類がいろいろ来たという電話がありまして、の中に学籍簿と成績表があったようです。それで私も行くところがなくなったのでどうしようという時にそのニュースがあり、
さっそく連絡をとりました。一二月一六目だったと思いますが、コ一月をもって予科を修了
と認めると、本間学長の印が押してある予科終了証明丹が届きました。
これを持っていけば先ほどのお話
で
とのことでした。ぃ以都市大へこれを持っていって見せたら、先生方がいろい
「どこの大学でも入れる」
ろ話をしておりましたが、
ちょっとした口頭試問がありまして、数日してから「編入学を認める」
という述
絡があり、一二年 四月から入学できました。
ほんとにあっという問でございまして、
「本間喜一」とポン
と押した の印の力というものはすごいなと思いま ロ藤田先生の作られた本の中で私の同級生がこういうふうに書いております。「昭和一二年頃は大変だった。全国に帰国した学生は、こ 同文古院の終了説明占を撚えて一流大学 編入学の手続を ました。この時、学籍簿などは証明の根掠となる重要なものとなりました。」この在学証明書などは本問先生と共に次男の本間昌二郎様が大きな荷物として三つか つにして、持ち帰られ し 今、昌二郎様は。殿
岡
二、三年前に亡くなりました。
杉
山
ああそうですか。本当にお礼を申し上げなければいけないと。
40 
そ
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殿
岡
同文書院の学生さん方がみんな手分けをして学籍簿を持ちました。学籍簿を持って荷物を持った門番
の奥さんがフランス人で
ハーフの子供を連れてたのを先頭に立ててうまく運びました。その方々は東京の
私共 うちに当分いらっしゃいました。行くところがないものですから。杉山ということで本問先生は一生の恩人です。
殿岡
学校で一番大切なのは在学証明書、卒業証明書、成績証明書なんですよ。
それが大事だというのを父
はよく分かってましたから。命にかけて持ってきました杉山他の大学にはそうい 例はなかったと思います。殿岡他の大学はないんです。杉
山
それから帰国してすぐに本問先生は安大設立 臥古を山して半年で愛んができました。愛大を削るの
にどれだけ苦労したか。本当にこ ことを見事に成し遂げられたという とは、藤田先生が書いていらっしゃいますが、全くスーパーマンだと思いました。それからもう一つ、本問先生は大変学生をかわいがりました。それから自由、主義者としての本分を発仰されたと思います。軍隊に入る学生を集めて
「お前達は絶対に死んじゃいけない。生きて帰ってくれ」
という
ことを言って見送ったわけです。
「夢に山てきた父上に．先んで帰れと励まされ覚めて脱
rιι
・巳』
Llh
、、，‘
ihPALL
、
YB
叶二山仏じ
J川三
C
し
rJμv
・刀
むは敵の空」
と歌っているわけです。
なんて言う人はいなかったわけで
そんな時に「生きて帰ってこい」
す。思いはみんなそうでも、
とコ一一口うのが当たり前だった。
それをあえて無視してそのように
「死んで帰れ」
言われたこと 大変伶い、勇気あることだなあと思います。
「円子生は山主である」
「人の命は地球より
また、
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も重ど
ということもおっしゃっています。上海で勤労学生として働いていた工場が爆撃にあって学生が死
んだというので工場への出動命令をやめさせました。「学生が死んだ。そんなところに学生は出せん」ということで軍とやりあって撤回させた、
ということを聞きまして、すごい人間味のある勇敢な先生だったと思
います。以上でございます。司会
ありがとうございました。
殿岡学生さんには
「生きて帰ってこい」ということを申し上げました。ただし私の兄が四一期の方と同じ
で学徒出陣の第一回目なん すけれども、息子には
「生きて帰れ」とは一言も申しませんでした。「但先の
加護を祈る」と一一百って出しました。司会
杉山さんが本問先生の
「帝国大学ウェルカム」
の手形を頂いたお礼はこちらにあります。杉山さんは
京都大学を卒業されて、愛大理事の神野太郎さんの秘書をやっておられました。
それで愛知大学を創る時の
連帯保証人の判子 押した人です。ご思返 はちゃ とし いるようです。
殿
岡
本当にありがとうございます。それで父は「保証人の判子を押す時はこういう判を作れ」と言いまし
て、私には
「連帯保証無効の印」
というのを押してやれと言いました。
仲六号館が爆撃でやられて代わりに丸ビルの九階の角の部屋をもらったんですが、売れるものを売りました時に、それの権利も売りました。あの時だいぶ高く売れた じゃないかなと思います。何しろお金をどこかから持ってくる がうまいんですよ 不思議な した、父 、本当に。
ですから私は
「闇屋のキイさ
ん」なんて呼んでました。次の月給を出すのどう ようというくらいだったんですから。
でもどこかからお
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金をいっぱい持ってきて、日大みたいに金の力で大学が動かされないように注意していた。だから
「あんな
といつも中しておりましたので、今の愛大の、
じゃんじゃんお金を使えるのを知ったら
ことはしたくない」司
:ZS. 
驚くでしょうね、きっと。
四一二点のパネルについて、
ありがとうございました。それでは一応講演会はこれで終わります。
した。こには文字で書いてありますが、生の声を殿岡さんからお聞きしました。皆さんご清聴ありがとうござ ま殿
岡
ます。司
.A 
:ZS. 
ありがとうございます。なるべくポケないように記憶を関めたいと思います。
よろしくお願いいたし
土公認一
OO
四号でいらっしゃいます。
それでは第．部をこれで終わりまして、第二部は手相を。敗同先生は日本日勿学述人口会委川口、認定鍛定
司
£』．
3玄
殿岡八
O年ぐらいの古い会です。
ご希望の方はこのままお残りいただいて、順次子相を見ていただいてけつこうでござ ます。
殿岡よろしかったらどうぞ。
あ
そ
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人呼でん 渋谷ヒユ 続十をけ 血祥寺献吉 現在カ、 東相学明手院 運協東学会洋閲 ニ十ー 8ー第 社法人団 本喜一関 殿子震岡
谷「渋マl 年四目 セルチ 号四 学長 ( と
ツンヤ のの
のクにタ l お
と。ル内る。てポルI 理事 至= 
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本間喜一氏略歴一八九
J年（明治二四年）
七月一五日山形県東置賜郡川西町に生まれる
一九一五年（大正四年）
五月東京帝大法科卒業六月東京地裁・同検事局、 京区裁・悶検事
局の司法官試補として採用。事務修習
一九一七年（大正六年）
一一月東京地裁検事局東京区裁検事局の検事
ザ』
JTf
主
Fm
・－
i
，，
d
・，
五月東京地裁兼東京区裁判事
一九二
O年（大正九年）
四月東京商大付属商業専門部、同予科教授
．九・一二年（大正一一年）
五月英、米、独へ二年間の留学を命じられる
一九一一三年（大正 一年）
一月在外研究員として東京を出発
一九二問年（大正一三年）
二月在留国にフランスを追加
一九二五年（大正一四年）
六片帰国
．九二六年（大正
J五年）
一一月東京商大教授（兼職）
一九三六年（昭和一一年）
五月辞職
一九二一七年（昭和二．年）
一月第二東京弁護士会に弁護士登録
一九四
O
年（昭和一五年）一一月東岨同文占院副院長兼同大学教授を委嘱
一九間三年（昭和一八年）
一一月願により委嘱を解く
一九問四年（昭和一九年）
二月東甜同文
HU
院大学長を委嘱
一九四六年（昭和三一年）
三月東亜同文会の解散により委嘱を解く二月教育職員適格審査の結果、教職より除去
すべき条項に当たらない判定を受ける。財団法人愛知大学理事を委嘱
一九四七年（昭和二二年）
八月最高裁事務総長
一九五
O
年（昭和一．五年）
六月最高裁事務総長を辞職、愛知大学第二代
学長に就任
一九五五年（昭和三
O
年）
一一月学長時任。第三代学長小岩井浄に
一九五九年（昭和三四年）
凹月第四代学長に就任。
事長
一九六三年（昭和三八年）
四月学長辞任六月愛知大学名誉学長
一九八七年（昭和六二年）
五月九日死去
学校法人愛知大学理
「東
a弛同文書院大学と愛知大学』第四集より抜粋
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幻の名門校東E同文書院大学
愛知大学の前身は上海にあった
E担豆町文書院大学la:19世紀末． 近衛篤底E拒!IE同
文会会反の日中友好をIll!念とした学校波立の徒主誌に．中図（当時はi両親｝の鎚Wニ南j工総窃が共怨し. Alt立
を公認したことに始まる．告府県道JI.Iiの公~派週
生と弘資生の多くの俊秀がti;り、 1901 （明治34)
年から 1945 （昭和20）年までの約半世紀の問.5
千人の学生がここに学び．中国入学生も多く学んre.
だが、敗戦により中国から鍛退を余儀1;s.くされl1t
絞と芯った．その後、徳院の再建や学生たちの転
入受11入才1も検討したが．当時の社会f高野はこれ
を訴さ砿かった． , 
~ 
－e－司直
円代，g司叉合会，a
近傾健闘
O,J<t’畳同叉・陶院長
掛川 一
東亜同文書院大学と愛知大学
1946年、敗戦により日本に引き潟げてきた東!ll!同
文密院大学の学生たヨを収寄する大学の創立が急務と
怒った。限後の学長本flll喜一を中心とする元教議員
の有忘が尽力した結果．当時の鎖国忍盤潟市長の好意
1;s.どもあり．同年宣割高市に史知大学が創立ごれた。
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今も残る東亜同文書院大学の命脈
東亜同文忠院大学と愛知大学のつ芯がりを示すものとして
f学籍簿H成績簿j と f中日大辞典j がある
『学籍簿』 『成績簿』
世界に鍔る『中日大辞典』
『中日大i,fgミJ の歴史l<lC1933（昭和白）年頃にさか
叫川
のぼる． 当時． 東霊同文樹院では中園題辞典を鋼療
するための原稿力ードが作成されることに芯った．
敗峨とともに約14万岐におよぶ原摘カードは中国国i
にIll収されたが. 1954年日本に返還され、愛知大
学に還された． モれをう 1；て変知大字で中日辞典の
111a111，；が行われることにfJ:IJ. 1968年『中日大辞
典j 初版が出版された． 辞典鋸”lllirl:la:今も継続し
ている．
パネル 2
f学路簿J f成制簿j は．日本敗戦の翌
年に旧東亜同文S院大学の教員ー学生た
ちが引き渇げる際‘自分たちの荷物より
も優先さぜて符ち帰ったもので．現在，. 
愛知大学で保管されている． 外地にあっ
た日本の学綬でこれらを符ち帰った観例
は他に忽いといわれている．
原崎カー向上｝と f中日大日開I 作1
ε。oe‘に~‘2 ・＂＂＂＇＂＇ten司医た；；$II鵬3馴l,:t,J・Zされる予定に忽，て＼，＼~ ，
z’‘t • t’t，・e郭沫若中国科学院長
『中 B大辞典』を高く評価
思お、目録カー ド返ill!に関わった l人である郭 I,
涼若は、 1 966年訪中した河合長畠盟締市長に託 ｜｜
して愛知大学に「激濁j日清j という鶴を悶り．辞｜｜
典編鱒顎策を激励したというエピソー ドがある． |! 
日中国交正常化（1972年）以前に、中盟側によ II
る『中日大辞奥j への期待が高伊ったことが分b、る．
このように、 f学筏簿j f成績婿J と 『中日大事事奥Jl.t. 
rm豆同文書院大学J IJ' r変知大学J へ誕生承され
たことの制として促えられる・ | 
47 ~が父本11\J－必ーと愛知大’'t ・ 来日Eかj文lf院大学を，lliる
当伺夫容が邑自由隠四回＠＠色白白邑raro
キャンパス盤織を視摂するz問書一. I)＇つての加持股が大学へと笠まれ刀、ねる．
新大学窓立の候補地には、日IJ府や鎌愈主主どいくつかの都市があがっていた。
恕かでも盤偽は、 旧陸軍の学絞施設がそのまま残っていたことや、 市長をはじ
め市内有力者から具体的媛助の確約を得ることができていた。 地元出身の神谷
龍男（元東亜同文忠院大学教j受）の奔走も大きかった。そして何より、サツマ
イモの一大生産地であって、当時もっとも大き主主課題であった食糧難に、対処
できそうであった。
復興が始まったばかりの鐙係市にとって、愛知大学の設立l;l:文化都市として
の発展の第一歩であり、 市民l;l:醤んで迎えた。
....................... 
＼＜：：同点：？I;;i 「俺は三河人だJ5諮問 と言った横田市長
愛知大学誘致に尽力した人々
z，旬酉ーと鍋lllllll\l市民が初めて会見した的のこと．
掛田市＆1.;f/lの引吉出し伊ら大吉正事ワツマイモを限D出した．
「この辺で陪己のよう忽目隠が
多戸、 fマ たく古んで在日．聞にコい I , ι；.｛，明 。み ての己心配時用に顕いた川・ 4黄田忍鰍市侵 神野太郎理事
t二，て式訪－；－， し白山本間が不安そう時子で 2 制大学理凪片山耐会酬とと神野 tじんの｝嗣鵬などをW
¥ ¥ 、 A 占乙－： I ぺ吋芭告に怠を押すと音”を正U :! もに斬大学的E橿へ町観践に積極的けた翼軍軍 ・神野三郎由貿干で．文
1 バ1 」近：.., ¥ 2・ f俺1a三河人だJcー聞返した．・ に箇力し．重大積立重賞も閉める． を縫曹告方面で活種. -f町人脈を草
寸九一乙r · ．組問箇叫置 f豆淘人の凱慨をいかして劇大学胞に勘した．
. て憧力・応煩ずるj U有名．
’・・・・・H・4・................ .
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同文，＇F院』記念手軽 VOL. 15 48 
・1i皇賞，.に庭生した初めての大学を．市民Iii.富んで
迎えた． 神野家を訪問した愛知大学創立町のスヲッフ．
三人の学長が悩に写っている診しい写興．
（揃昨日野侶盛氏｝
三人の学長
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弁護士の弁護士
本間喜一、もう一つの顔
．回圃．
2 ・ 4代学長
本間喜
1891 （閉；，2叫をま山形県見薗陶国11011に麗＂＇
1915 (1,iE 叫 If 東京符国：，：'l';Jllll>•
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19s9-s3 <EmJ•~38 1 n 1!c如実？侵（4ft)
1965 I間切40）年 ぬこ符渇宜・量調
1987 I日開6剖 n: 犯さ
愛知大学創立の中心人物である本間gーの活罰1 学長
時代のエピソードは他のパネルで紹介されているので、
ここでは本間醤ーのもう一つの顔を知ってもらいたい。
－皇女母霞田直子
宮ん由思い出箆ぞ交えて
口、
・本間喜一は紋宵す
γ
め
4dr
．
h廿惜同士
γ
ιあ「た
．－
H帆伺チ
イサイ亭伶は引
3b
入門
v
r
『た．勺
Zq
弁措同士の弁浪士
γ
ゐ「た．
4〈弁浪士師免之が．
日入口拾
を間
5
kh
え
T
rた．あれは．幻斗唄ど弓た
EZ
？M0．品
問宅
t
た
えが私ド「民子．い判的背広町内ポケットに．’f受伺官
浮11常総骨へえず
．
4億円町小切
A
’
HV
入『寸い
4V4
・：：』
r．品刊を古
7仰は何
抑tt
ケ洋服ダンス
γ
わ「た．号、
T4E
．
A
にha
司
T．勺γ．日
dif
L
らにい
A1TIZ4
．
事問喜一は全国貝海苔漁業組合の顧問弁護主であった
・このお金は・千繋の沖で泌を笠れ流し
て述げ アメリカの鉛が、漁民に支払った鐙償の小切手であったらしい．また
、四国の徳島市と漁民による戦いで俗
)f蝿主同代
えは．英「マ．『
4dt
するな・料
金口花園守佐
世だ円．寸いいん
Uによ．守的ハナをあ
r
てT
や
る
r
’JE
中
1
．怜亭を
品時
的
Zl
た．由図的
徳島三
γ
出
r
円
T行
2．現場を見．漁民
EU－
－〈接
lT
訟
を問
5
すに主釈を径
lzl
た．
『パパ
lZ
4γ
．他吉宗ム郎 ．ピ‘強
3
を
挫
2
．Hwt
を肋円ピド・9Eこられ」．弘前官
全日又は．ホ
1
yr
．M川を
Aやら的
4
仰がす
．11
た．
何時阿．え
は勝
L
．漁民迭は大喜
v
．守れ
r
，、
毎ヰ・主左加
すだ
Ldv
・込
q
勺イげら
れれTZT・
/- J／t
てい
l
－
，パhr，J＼～－
ち
ijJγI
一三・
‘”巧
かハ
1u
，
SR
J吋・刊
t
．
U
人
uv
－wJ
位－
1
－・
花，q晒－1..人：21!t自のハレ－II里を迎え．
95.／でc＜怒った． ｛宮拘畠二郎民薗｝
一., . -. ・． ←， ー
. 
本間富一｜革、~え年13後で.a園山形かうよ京した． そん
忽彼が晩年を過ごしたいとあこがれた土処がある． それは静岡
県三ケ日。 H備にほど近く．お花やかTJ.目差しゃ太平洋とつ広
がる浜名湖にひかれた本間It . できること芯ら「老後は三ケ日
で格税雨E売をJ と望んでいた．実際、 仕事に追われる毎日の中
でこの計画！cl:実現すること！cl:芯かったのだが．
50 同文，’？院心念骨i VOL. 15 
ノ号ネル 5
愛知大学窃件発生lこ際して、本間喜一学長
ガ示し1:!.姿努1a、「学生1a私巴とって三毅
等以内のものJとのきが残っているようE、
学問と学生C対する銭安さ巳あふれるも
のであった。ここC関係者の笹曾を紹介
しよう。
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薬師岳遭難事故
一登山者 1 3名全員死亡 一
~師岳遭HlJJol!降、 1963（昭和38）年1 月に富山県薬師岳で合宿中の愛知大学山岳部員
13名が遭難し‘全員が死亡するという、愛大史上痛ましい出来密である。
1962年 12月末に薬師岳に向刀、った山岳邸周 . -
13名n‘ら、下山予定の翌年1月日目そ過ぎても金
山本郡に迎絡がなかったことを受けて．愛知大学
は1月 14日に富山県憶に縫査を劉高する一方、愛苅
富山県両知事に自衛隊の災害出動を理局し．翌日
に1手i~oo対策車Ill!そ段置した． 同日から21 日まで
手J!!Xl隊が4/l!'.派遣されたが、！fi/J、らの fサンパチ豪
雪j に阻まれて鑓fil;j;鑓航した．新聞社のへυコ
フターが到着した山小屋（太郎小屋）に山岳部員
の資l草砿く、ひとます使索l;J;打ち切られた．
包解け後の3月卸55月にかl:tて、音大学山邑Ill!
の応IEのもと 11 遺体が発見され、 1.11る2名の遺体
色鑓E打ち切り直前の 10月に．肉fl!の努力によっ
て発見された． ，：怨SlltlJOに1tii.m止す三温司喝
その後1963年8月に薬師岳蛍山口に慰宣伝が辺立され、会員の湿体発見後の悶年 11 月に鐙樋ISi含で合同
慰軍第白＇fiわれた．残された記録や遭停の位置伏；日目、う、 1 3名l<l'l 月3自に‘前日巡い込んだ烈陶磁悶線白、ら
もとのillへ戻ろうと鰐める途中、 11 名が疲労政死し.2名が雪の吹きだまりをfllみ舛して滑若死したものと
；量定されている．
この遭廷li!ltiloC. パーティー全員が死亡するという痛ましいものであったが．賀任をぬって自ら訴任した；：.
間宮一学長の「生命l草地iまより飽いJ 「学生El孟宝であるj という信念と方針に従コて．愛知穴学l事全学をあげ
て迅速伊つ仮契に対応し、周囲/J'S浬解と信頼を得ることにつ忽がった．生命の大切さを思い‘学生を大事に
するという真情lみ盛大人全体の心であったのである．これ1基本間宮ーが学長だった1952年に発生した「愛
知大学感件J の際の．敏然とした対応と貨を同じく~るものであった．
ノ号ネル 7
’時間較i<1.>へリコ7ター
が怠動j唱に強行・Ill.
f人飽与しJ と帽じた．
曳餅51山市
会
山岳爾”のE山ルートとτ山l質的週栂ルート
v印~測体買見泊所
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⑬ 
車問事－先生
旬報局もこの電報が鹿習のも
のか
普通の旬
報
か思
案にく
れたと
いう
．
鈴木揮郎先生
/ 愛知大学が世界に跨る中日大辞奥1933年頃より編集が始まり、日中戦争などの激動を経て
1968年． 我が国最初の本格的な中国総辞典として刊行された．
鈴木鐸
郎先生の
叙動忠告
発
表
を受けて
のもの
であっ
た
．
「鈴木鐸郎先生のような
、
ご立派でご功
績
もある先生に
対
し、賞
動局が
勲章を
出す
のが
遅
すぎ
る。同
世代の
国
立の
先生
の多
くは既にもらっておるよ
。
」
私
立大
学
の教授
が
正当に
評価
され
にく
いこ
と
を、
常々憂
えていた本
問先生の
喜び
に満
ちた
電
報であった
。本問先生は同僚や後
輩
を思う
気持ちが人
一倍大き
か
った
。
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中日友好協会との関わり
孫平化氏の手紙
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孫平化氏（ 1 91 7～ 1 997年）は、 戦後一到し
て日中友好に努めた人物。 政府間の交流が存在し
広い期間にも民間活動の立場から設立された中日
友好協会の会長を反く務めた。
1 996年6月226 . 愛知大学創立50周年記念
日中国際シンポジウムが開かれた際に｜革、 名古屋
国際センターボールに沼かれた。日中間の歴史や
展望などについて日本語で抗演を行い、市民や留
学生など約260名bill:言語もした。
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兎小屋賛歌と愛犬太郎
本問先生が愛大のために日々尽力されたのは、
我々が知るとおりである．生涯を愛大にささげ
たといっても過言では忽い。 そん主主本問先生を
支え、生涯を閉じるまでともに容らし、助けた
人物がいた.....愛媛‘綾子（あきこ）さんである．
おりしも、愛大事件などで奔走する頃、本
問先生の鼠愛の婆・登［（＼ （とき）さんがこの世
を去った。本問先生にとって大き広ショックで
あった。しかしそんな中、康子さんは本問先生
を助｜才、 心の支えになった。
。備し た与ζ·－「おい家主J 「店子の奮さんJ と呼び合う親
子のユーモアにみちあふれた手紙を紹介しよう。
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ドイツ舗でしたためられた俊鈍への手紙．
一方で般のドイツ鱈力のilll!li度を気づ伊い．
また一方で1孟．回草厨でl孟伝えられ芯い愛
情設現をした即ったのだろうか．
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日代わりと主主り、 F自信誌をつとめてくれた愛犬太
郎も本問先笠の晩年を支えたその一人（つ）だ。太郎
＇＂＇片碕も先生のそばそ骸れす‘~問先生の心をい
やした．そんな太郎も本問先生の亡く思った翌年．
共に過ごした20年の生涯を閉じたのであった。
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